


子どもたちの未来のために 
 

 

 ４月から、「いのち」、「まなび」、「かかわり」の三つをキーワードとする「第５次山形県

教育振興計画」がスタートします。 
 

 計画では、家庭教育のあり方から、学校教育、社会教育およびスポーツの振興など、多岐

にわたる内容を盛り込んでいます。それらのすべてを貫くものは、「子どもたち一人一人が、

県民一人一人が輝いてほしい、地域が活力をもって輝き続けてほしい」という強い願いです。

この願いの実現をめざすことは、教育に携わるすべての人たちの責務であり、努力と英知を

集めなければならないものだと考えます。その英知を集めることができる考え方として、「い

のちの教育」を掲げました。 
 

 「生命を尊重する」精神に基づいて、自分を大切に思う気持ち（自尊感情）を育てること

は、もっとも重要なことです。しかし、これは目的ではなく、スタートです。子どもたち一

人一人が、自分の未来をしっかりと見つめ、自身の才能や適性を見出し、それを生かしなが

らよりよい社会を築いていく－そのような、「生き方を輝かせる」ところまで、さまざまな

教育をつなぎ、紡
つむ

ぎ合わせていくことが、めざす目的です。 
 

 「いのちの教育」をどのように進めていけばいいのか、その明確な「答え」はまだありま

せん。「答え」がないからこそ求め続けていくものだと思います。しかし、はっきりとした

手がかりがあります。まず、学校だけではなく、家庭と地域も教育に対する責任をもち、お

互いの連携と役割分担をしていくことです。また、乳幼児期からの教育をさらに充実させる

ために、体系的な教育プログラムをつくるということです。この「指針」を、「いのちの教

育」を進めていく上での種
たね

として、県民の皆さんの力で芽吹かせ、大きく育てていただきた

いと思います。 
 

 子どもは地域の宝です。地域の方々が、一人一人の子どもたちを温かいまなざしで見守り、

知恵を伝え、支え励ましてくだされば、子どもたちは、本来もっている「いのちの輝き」を

放ち始めます。そのために、まず「いのちの教育」を始めましょう。一歩一歩、子どもたち

の未来のために、私たちの英知を集め、つないでいきましょう。 

 

 

   平成１７年３月 

 

               山形県教育委員会教育長  日 野 雅 夫 
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５ 社会に出て、人生経験を積み重ねた段階でのポイント 

 「次世代を育てる、生涯学び続ける」意識をもつことです。その時に重要なのは、

例えば次の３点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次の詩※36が教えてくれる多くのことを深く心に刻み、子どもたちのいのちを、温か

く豊かに育んでいきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             
※36 アーネ・リンドクウィスト、ヤン・ウェステル（川上邦夫訳）『あなた自身の社会 スウェーデン 

  の中学教科書』（新評論） より 

① 親として、子どもに生きる喜びと知恵を伝えていくこと。 
 

② 職場や地域などで、後輩たちを見守り、励まし、育てていくこと。 
 

③ 生きがいをもち、生涯にわたって学び続けること。（ＮＰＯ活動やボランテ

 ィア活動など、人と人とのつながりを深めながら、地域づくり・社会貢献をし

 ていくことも含む。） 

    子ども 
          ドロシー・ロー・ノルト 
 
  批判ばかりされた 子どもは 

  非難することを おぼえる 
 
  殴られて大きくなった 子どもは 

  力にたよることを おぼえる 
 
  笑いものにされた 子どもは 

  ものを言わずにいることを おぼえる 
 
  皮肉にさらされた 子どもは 

  鈍い良心の もちぬしとなる 
 
  しかし、激励をうけた 子どもは 

  自信を おぼえる 
 
  寛容にであった 子どもは 

  忍耐を おぼえる 
 
  賞賛をうけた 子どもは 

  評価することを おぼえる 
 
  フェアプレーを経験した 子どもは 

  公正を おぼえる 
 
  友情を知る 子どもは 

  親切を おぼえる 
 
  安心を経験した 子どもは 

  信頼を おぼえる 
 
  可愛がられ 抱きしめられた 子どもは 

  世界中の愛情を 感じとることを おぼえる 
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 「いのち輝く人間」が育つ上で、「土」、つまり身近な人間関係や自然・社会の環境

が重要であるということは第２章で述べました。本章では、「家庭・学校・地域のネッ

トワーク」および「県民全体の気運の醸成」という二つの観点から、「いのちの教育」

の「土づくり」について述べていきます。 

 

 

 

 少子化や核家族化、地域社会の人間関係の希薄化などによって、かつては自然に行

われていた知恵や経験の伝え合いが少なくなっています。しかし、このような時代の

変化を踏まえながら、住民主体の取組みやＮＰＯ・ボランティアグループなどが主体

となった「新しい地域社会」をつくろうとする試みが、各地で行われ始めています。 

 戸沢村角川
つのかわ

地区の、「里の自然環境学校」では、地区に住んでいる方々のうちの、約

１５０名（地区住民の１割以上）が、「先生」となって、子どもたちに地域の文化を教

え伝えています。このような活動の中で、子どもたちは、地域の自然や伝統文化に愛

着をもち、「先生」たちとの世代を超えた交流も深めています。その一方で、住民の「先

生」たちも、自分たちが生まれ育ってきた地域のよさを再認識し、子どもたちへの地

域文化の伝承者として、新たな生きがいも見出しています。 

 学校においても、これらの動きに敏感に呼応し、開かれた学校づくりの取組みとリ

ンクさせながら、新たな地域社会のネットワークづくりに貢献していく時、子どもた

ちが育つ豊かな「土」が耕されていきます。 

 このように、人と人とのつながりを深めながら、お互いの生きがいを高め、力を合

わせて子どもたちを育てていこうとする大人の姿は、子どもたちが描く未来の自画像

の、よきモデルともなっていきます。 

 

 

 

 今日の社会には、「いのちの教育」にかける願いを実現していく上で、難しい課題も

あります。 

 例えば、「子どもたちに早寝・早起きの習慣をつけて、朝ごはんをしっかり食べさせ

て学校に送り出したい」と思ったとき、まず、夕食の時間を早めにして、早く寝られ

るようなリズムを作る必要があります。 

 また、「休日に、子どもたちとともに、思い切り自然体験やボランティア活動をした

い」と考えた時にも、それを実現するための条件が必要です。 

 さらに、「子どもたちには、室内のゲームばかりでなく、戸外や自然の中で伸び伸び

と遊ばせたい」と思った時、ある程度の安全（いのちを脅かすような危険がないとい

う意味での）が確保されることが条件となります。 

 私たちが過ごしている社会は、以上のような条件を、今、果たしてどれだけ満たす

ことができるのでしょうか。もちろん、個人の努力も必要ですが、例えば、「毎日、家

第１節 家庭・学校・地域の教育のネットワーク化  

第２節 願いの実現をめざす県民全体の取組み 

第６章 「いのちの教育」の「土づくり」 
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族がそろって夕食を食べる」ということだけ取り上げてみても、個人の努力だけでそ

れを実現するのは、きわめて難しい社会になっていることがわかります。 

 「モノ・カネの２０世紀」から「人・心の２１世紀」へということを、スローガン

だけに終わらせず、本当に実現していくことは、私たちの大きな夢であり、責任です。

これまで述べてきた「いのちの教育」にかける願いを実現し、未来を切り拓く次世代

を育てるためには、学校教育だけでなく、医療・保健・福祉・産業なども含めて、全

体として「いのち」を育てる社会システムづくりを進めることが求められています。 

 本県では、「子育てするなら山形県」というキャッチフレーズを掲げた子育て環境づ

くりを進めています。このような取組みと「いのちの教育」は、密接なかかわりをも

つことになります。そして、産業界を含めた社会システムが、子育てや教育をサポー

トする方向に進むとき、子どもたちは将来に対する夢や希望をもち、学ぶことや働く

ことへの意欲を高め、結果として産業の活性化にもつながっていくことになるのです。 

 

 

  

 

 これまで述べてきたことを改めて振り返る時、矛盾すると感じられることが少なく

ないことに気づきます。例えば、「絶対的に愛すること⇔だめだと言うこと」、「自分を

愛すること⇔他のいのちを愛すること」「成功体験を大事にすること⇔失敗体験に学ぶ

こと」、「希望を語ること⇔負の側面にも目を向けること」などです。 

 しかし、このような、一見相反するものを、深いところでつなぐものがあります。

それは、子どもたちが、自らの足でしっかりと歩み、多くの人と、豊かな自然と、温

かい社会の中で、いただいたいのちが燃え尽きるまで生き抜いてほしいという祈りに

も似た願いです。 

 私たちは、今という時代を生きる「プレーヤー（選手）」であり、未来を創造する子

どもたちの「マネージャー（監督）」であり、「サポーター（応援団）」でもあります。

そのような存在として、私たちが一人でできることというのは、限られています。だ

から、大人同士が、そして大人も子どもも、共に考え、対話し合い、学び合い、共に

育っていくことが大切なのだと思います。 

 「いのちの教育」は、「いのちの共育（きょういく）」です。家庭・学校・地域が、

そして、県民全体で共に育っていこうと力と知恵を合わせるとき、本県の未来を担う

子どもたちへの、いのちの襷（たすき）がつくられていくと信じています。 

第３節 むすびに～子どもたちの未来に向けて～ 
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